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糟 屋 演 習 林 植 物 調 査(豫 報)

初 島 佳 彦

S.  Hatusima  : Preliminary Report an the Flowering Plants and Ferns 

             hitherto known from the Kasuya Experimental Forest 

            of Kyushu Imperial University

緒 言

九州帝國大學農學部附属糟屋演習林 は 福岡市 を距 る東方約十二粁の地點 に散在 し

各種學術的研究 並に學生 の實地演習上至便 なる位置に在 るに拘は らず 今 日迄・一括 明

示せ る植物調査報 告な く不便を戚す るこご勘 なか らず。

小官昭和七年以來本演習林の植物調査の命 を受け 前後三 回に亘 り梢々精密 に調査

することを得た う。 然れ ども短時 日の爲術幾分の遺漏な きを期せず と錐、 之は後 日

の調査研究に侯 つ とし、一 まづ茲に発 表 し森林施業への指針た らん と欲 す。

本調査に當り 始絡御懇篤な る御指導並 に御忠 言を賜 は6た る演習林長土井激授、

學名其他の事項 に就 き種 々御注意 を賜は うた る金平敢授 に深甚の謝意 を表 し、 尚殼

斗科、渉草科の一部疑問品に就 きては夫々京大、 小泉博 士、 大井次三郎 氏に援助 を

乞へ り。鼓 に謝意を表す。

(一)糟 屋演習林の位置 、地形 、地質 、氣候

位 置(植 生圖の部分滲照)

本演習林は福岡市の東方約十二粁、 博多湾に流入する名島川の上流域篠栗盆地の東

北部一帯を占むる山丘上に小團地状をな乙て散在し、篠栗町、勢門村及久原村の三ケ

町村に跨う北緯三十三度三十七分十一秒乃至 同三十三度三十九分二十六秒、東経

百三十度十三秒乃至同百三十度三十三分十九秒の間に介在す。 測定面積約三百六十
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七・七階 にして七小團地 に分 る。

今各團地別面積 を表示すれば次の如し。

地 形

本演習林 は山頂部 を占む る小團地 なるを以て各團地毎に地勢同 じか らず、 概して

火成岩系及古生層 に慶す る團地は傾斜急峻 にして、 第 三紀層 に属す る箇所は緩斜 叉

は丘陵性 を帯ぶ るものの如 し。

次 に各團地別海抜高、傾斜並に方位 を表示すれば次の如 し。
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地 質

本 地方一帯の地質構成 を概観す るに 第 四紀 層及第三紀層 を上層 とし秩父古生層 を

下層 とす る整層下 に一大花 陶岩層の隆起登達 と輝轍檀岩類の盗出貫入あ りた る爲め、

上整層は西方 に約 十五度内外の傾斜 を以 て傾 き後、水蝕作用行はれ各層の露出を見、

第四紀層、第 三紀層、古生層、火成岩層の順位 に所謂覆琵状構造を呈す るに至れ6。

之が爲め第三紀爽炭層は炭化促進作用 を受け、 又古生層の岩石及貫入の火成岩 自禮

は顯 著なる接鯛変質 作用 を被 り随所 に鑛液 の沈澱に よる鑛床の螢達及各種愛質岩の

生成 となれ り。 新建、 生 ケ谷及荒平團地 に於 ける銅鑛は前者 に属 し、飯盛、荒平團

地に於け る撒概岩類の蛇紋化、 生 ケ谷團地 に於け る水成岩類の硅岩化等 は後者の例

に囑す。 依 て各團地に於て地質關係相同 じか らす、 次に一覧表 を以て説明に代へん

こす。

両演習林 に於ける地質 に關す る詳細は梶木元助手に よう調査 中に付 き他 日登表せ

らるるこごご信ず 。

氣 候

本演習林 に於 て氣象観測 を開始 した るは昭和二年五月にして、 観測所 は福岡 測候

所(福岡 市大字佳吉 に在 り海面上四 ・三米)を 距 ること東北方十二粁、 海抜標高五

十米な る演習林事務所構内にあ う。 人員及外業の都合上一回観測、 正規の時刻 に於

け る観測不能の爲め、昭和五年度迄は午前 八時 よう同九時 に至 る結果にして、 從 て

十 時観測のもの に比 し多少の差異あるは免れ得ざ る所な うとす。
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昭和三年乃至昭和五年過去三ケ年間の鶴測平均値を表示すれば次の如し。

'氣`温

天氣 日 数



降 水、 蒸発 、湿度 、

風 向 別 観 測 回 数 及 風 速



以上の理由に よう平均氣温は之 を示す こと困難なれば、 本表 には福岡 測候所に於け

る観測の同期間三 ケ年平均値 を引用せ り。

最高年平均氣温は 二〇 ・三六度にして最低は一〇 ・三五度 之を福岡測候所 の三 ケ

年平均 に比す る時は其較差梢 々大 なり。

風 向は頻度 より見 る時は東風最 も多 く南東風之に亜 ぐ。 静隠iなる天候にあbて は

海洋の影響 を受 くること多 く概 して夜間 より朝間に亘 りては 東寄 りの風吹 き午後は

西寄 うに鍵 る。 暴風の方向は主 として南東に 乙て昭和五年七月十入 日の麗風 は風速

實 に二十七米 な りき。 降水量は年平均千五百九十一粍 にして福岡測候所 よう百八十

入粍多量な り。

湿度は福岡 測候所 よう梢 々小 なるに も拘 らず、 蒸登量の反て大な らざ るは周園に

於け る森林及風の影響な るべし。

初霜は十 一月上旬 に見 ることあ 外 晩霜は四月下旬 に及び初雪は十二 月中旬 にし

て絡雪 は三 月上旬 なう。

(二)植 物 地 理 學 上 よ り見 た る演 習 林 の 位 置

九州は植物地理學上 より見れば本州(小 笠原諸島を除 く)、四國、九州 を包含 ず る

日本区 の南端 に位 し南部 は琉球、臺湾 区 の北端 と相接 し琉球、臺湾 の植物 に關係深

きは勿論、 遠 く南支那、 熟 帯 アジアの植物 にも密接 な る關係 あ り。北部並に北西部

は朝鮮海峡 を隔 てて満鮮区 の南端 ご相接 し、 朝鮮、 満洲、支那北部の植物 との關係

深 く、 九州西南部は支那中部、 ヒマ ラヤ方面の植物 と一脈の連鎖 あ りて植物地理學

上極めて興味多 し。

著者は一つの線 を設定 し九州 を中央 より太平洋側 と日本海側 に縦断 し夫々太平洋

側九州小匠、 日本海側九州小1副 こ分力}つを適當 と考 ふ。 本縦断線 は大分 、福岡両 縣

の境界 山脈 より肥後、 日向の 界な る九州 中央山脈 に出で薩摩牛島 より南下 し、種子

島、屋久島の東方 に出 る線な り(第一圖参照)。


